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ALT（外国語指導助手）
＋　寒河江市議会

特 集

　今回は、本市で活躍されている英語教育指導者の皆さんを取材させていただきました。
　さがえっ子が英語を楽しく学んで、学力向上のみならず、外国文化に触れ、ウェルビーイング
（幸福感）や価値観の違いを理解し、創造力を育むため海外から赴任してきた素晴らしい先生方
５名をご紹介いたします。 

ケ
イ
ル
先
生
（
陵
東
学
区
担
当
）

出
身
地
：
イ
ギ
リ
ス 

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
州

①
寒
河
江
に
来
て
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

は
　
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
パ
ワ
フ
ル
で

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
こ
と
。 

②
出
身
国
と
日
本
の
違
い
は

　
日
本
で
は
、
部
活
動
な
ど
で
放
課
後

や
土
日
も
学
校
に
い
る
こ
と
が
多
い
が
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
休
日
は
親
子
で
楽
し

む
こ
と
が
多
い
。

③
不
登
校
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
問
題
に
つ
い
て

感
じ
る
こ
と
は

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
正
し
い
使
い
方
を
し
っ
か

り
教
育
す
る
こ
と
や
、
親
や
先
生
も
子

ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
に
気
づ
け
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

④
さ
が
え
っ
子
に
伝
え
た
い
こ
と

　
難
し
い
問
題
が
あ
っ
て
も
、
一
歩
下

が
っ
て
考
え
て
、
学
校
生
活
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
。

①
寒
河
江
に
来
て
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

は
　
み
ん
な
優
し
い
こ
と
や
校
舎
や
校
庭

が
と
て
も
き
れ
い
な
こ
と
。

②
出
身
国
と
日
本
の
違
い
は

　
日
本
で
は
、
生
徒
が
運
動
会
の
運
営

に
携
わ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
生
徒
の
責

任
感
や
行
動
力
が
強
い
こ
と
。 

③
不
登
校
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
問
題
に
つ
い
て

感
じ
る
こ
と
は

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
今
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
重
要
な
ツ
ー
ル
だ
と
思
う
け
れ
ど
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
頃
の

ほ
う
が
人
と
た
く
さ
ん
話
を
し
て
い
た

よ
う
に
感
じ
る
。

④
さ
が
え
っ
子
に
伝
え
た
い
こ
と

　
た
く
さ
ん
笑
っ
て
、
学
校
生
活
を
楽

し
ん
で
ね
。 

ハ
イ
メ
先
生
（
陵
南
学
区
担
当
）

出
身
地
：
ア
メ
リ
カ 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
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ジ
ェ
イ
コ
ブ
先
生
（
市
内
全
域
５
校
担
当
）

出
身
地
：
ア
イ
ル
ラ
ン
ド 

ダ
ブ
リ
ン
州

①
寒
河
江
に
来
て
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

は
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
発

祥
な
の
で
、
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
こ
と
。

②
出
身
国
と
日
本
の
違
い
は

　
日
本
で
は
校
舎
の
清
掃
や
給
食
の
配

膳
、
片
付
け
な
ど
を
生
徒
た
ち
が
行
っ

て
い
る
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
受
託

業
者
が
担
っ
て
い
た
こ
と
。

③
不
登
校
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
問
題
に
つ
い
て

感
じ
る
こ
と
は

　
世
界
的
な
問
題
だ
と
思
う
。
い
じ
め

は
だ
め
だ
と
伝
え
る
こ
と
が
大
切
。

④
さ
が
え
っ
子
に
伝
え
た
い
こ
と

　

意
欲
的
に
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張

れ
！

①
寒
河
江
に
来
て
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

は
　
周
り
の
先
生
や
生
徒
た
ち
が
と
て
も

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
こ
と
や
英
語
の
授
業

の
際
に
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
質
問
し

て
く
れ
る
こ
と
。 

②
出
身
国
と
日
本
の
違
い
は

　
部
活
動
に
つ
い
て
大
き
く
違
う
と
思

う
。
私
が
過
ご
し
た
学
校
で
は
シ
ー
ズ

ン
ご
と
に
活
動
内
容
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

③
不
登
校
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
問
題
に
つ
い
て

感
じ
る
こ
と
は

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
い
じ
め
な
ど
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
な
教
育
が
必
要
だ
と
思
う
。

④
さ
が
え
っ
子
に
伝
え
た
い
こ
と

　
し
た
い
仕
事
や
目
標
を
見
つ
け
て
、

英
語
を
楽
し
く
、
一
生
懸
命
勉
強
し
て

ほ
し
い
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
先
生
（
陵
西
学
区
担
当
）

出
身
地
：
ア
メ
リ
カ 

ア
ラ
バ
マ
州

　
皆
さ
ま
、
取
材
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
方
の
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。　

　
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ 

ｙ
ｏ
ｕ 

ｖ
ｅ
ｒ
ｙ 

ｍ

ｕ
ｃ
ｈ
！ 

Ｈ
ａ
ｖ
ｅ 

ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 

ｌ
ｕ

ｃ
ｋ
!!

　
現
在
、
ク
ラ
ッ
ピ
ン
サ
ガ
エ
で
は
、

幼
児
教
育
の
一
環
と
し
て
「
キ
ッ
ズ
英

会
話
教
室
」
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

さ
が
え
っ
子
た
ち
に
英
語
を
も
っ
と
楽

し
く
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
先
生
（
陵
南
学
区
担
当
）

出
身
地
：
ア
メ
リ
カ 

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州

①
寒
河
江
に
来
て
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

は
　
み
ん
な
同
じ
制
服
を
着
て
い
る
け
れ

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
個
性
を
持
っ
て
い
る

こ
と
。
小
学
生
が
外
国
人
に
と
て
も
興

味
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
。

②
出
身
国
と
日
本
の
違
い
は

　
ア
メ
リ
カ
で
は
夏
休
み
が
２
か
月
、

冬
休
み
が
２
週
間
あ
る
。
部
活
動
も
１

つ
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
経
験
す
る

こ
と
が
多
い
。

③
不
登
校
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
問
題
に
つ
い
て

感
じ
る
こ
と
は

　
昨
年
、
３
年
生
が
卒
業
す
る
と
き
に

「
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
来
て
か
ら
学
校
が
も
っ
と

楽
し
く
な
っ
た
」
と
手
紙
を
も
ら
っ
た
。

生
徒
た
ち
が
学
校
生
活
を
楽
し
い
と
思

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

④
さ
が
え
っ
子
に
伝
え
た
い
こ
と

　
私
は
世
界
30
か
国
を
旅
行
し
て
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
外
国
の
文
化
に
興
味

を
持
っ
て
ほ
し
い
。
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　定例会で審査した議案のうち、特に皆さんに知っておいてほしいことをピックアップします。

※金額は、１万円未満を四捨五入して表記しています。

ここ ががポイント
令和令和６年 年 12月定例月定例会会

（（11月月21日～日～12月月6日日 //16日間）日間）

令 和 ６ 年 度 補 正 予 算
児童発達支援事業所や放課後デイサービス等の利用件数の
増加に対応するための追加等
〇 児童福祉費  障害児支援事業　4,420万円

【こんな質疑が行われました】
Ｑ． 利用者が増えたための予算措置とのことだが、具体的に

どれだけ増えたのか。
A．�人数的には昨年と比べて10名～20名程ですが、一人当たりの利用回数が当初計画より増加

しており、昨年９月の段階より1,700万円程増加しています。

寒河江市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除
に関する条例の一部改正について
　令和７年１月１日以降、寒河江市土地開発公社が分譲
する寒河江市中央工業団地の土地を取得した事業者の固
定資産税について、課税免除適用期間を３年間から６年
間に変更し、企業誘致を促進するため、条例の一部を改
正するもの。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．課税免除を適用する期間を６年間とした理由は。 
A．� 県内他市の固定資産税免除制度の状況を見ると、10市が３年間、２市が５年間となってお

ります。本市への企業誘致を促進するため、それらを上回る優遇措置を設け差別化を図りま
した。 

地域農業の中核となる担い手を支援 
〇 農林水産業費　新規就農者等育成推進事業　3,750万円

　収益性の向上や生産基盤の強化に取り組む農業生産者を支援するため、事業費を追加するもの。

条　例　改　正

今後の企業誘致に期待がかかる今後の企業誘致に期待がかかる
中央工業団地中央工業団地

今年度新たに開所した今年度新たに開所した
放課後デイサービス放課後デイサービス
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県立河北病院と寒河江市立病院の統合再編に関する請願

請願者：地域医療の充実を求める西村山地区県民の会　会長　三坂賢一
紹介議員：後藤健一郎、渡邉賢一

【請願概要】
　下記事項について、新病院整備に向けた「基本構想」
に反映されるよう求める。
　・ 「分娩機能」や「小児救急」について、長期的な視

点から継続して検討していくこと
　・西村山地域における慢性期診療機能を確保すること
　・ 医療人材流出防止の観点から、新病院の経営形態を

「公立」とすること

この請願は賛成多数で採択されました。
また、執行機関に送付し、その処理の
経過及び結果の報告を求めました。

国民の命を守るために早急に日米地位協定の抜本的改定を求める意見書の提出
についての請願
請願者：沖縄に応答する会＠山形　代表　漆山ひとみ
紹介議員：沖津一博、太田陽子

【請願概要】
　下記事項について、国に意見書の提出を求める。
　・ 国会で早急に、日米地位協定の抜本的改定の

議論を始めること

この請願は継続審査※としました。
継続審査 ▶  会期中に議決されなかった議案

などを、付託された委員会が閉
会中に引き続き審査を行うこと。

請 願

請願 ・ 陳情とは
市政などに対する意見や要望を文書で議会に提出することができます。

提出方法は市議会ホームページに掲載しております。
詳しくは、市議会事務局（0237-85-1899）へお問い合わせください。

種類 請  　　願 陳 　　 情

根拠等
○憲法によって保障された基本的権利です。
○ 提出するには、1人以上の市議会議員の

紹介が必要です。

○法的根拠はありません。
○提出するには、紹介議員は必要ありません。

受理後
の流れ

○ 所管の委員会に付託して審査され、本会 
議で最終的に採択・不採択が決められます。

○ 審査予定日および結果は提出された方に
通知されます。

○ 陳情書受理後、審査の実施について協議し
審査することとなった場合、付託された委
員会で最終的に採択・不採択が決められま
す。

○ 審査実施の有無、審査予定日（審査実施の時）
　および結果は提出された方に通知されます。

○ 執行機関等に意見書提出を求める請願・陳情が委員会において採択された場合、委員会
より本会議に意見書提出に関する議会案が提出されます。当該議会案が本会議において
可決された場合には執行機関等に意見書が送付されます。

市議会ホームページ
請願・陳情について
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議 論 ク ロ ー ズ ア ッ プ
〈討論要旨〉県立河北病院と寒河江市立病院の統合再編に関する請願（請願第３号）

医療人材確保と経営安定のため「公立」新病院設置を

　医療人材不足が顕在化し、全国的な課題となっている中で、市立病院と県
立河北病院で現在働いている職員が新病院に残って勤務したいと思うような
経営形態でなければ、人材が他に流出し、人材確保が困難になると指摘され
ている。両病院職員の職員アンケートでは、「公立」一部事務組合として望
む声が９割を超えた。県内外の独立行政法人や指定管理者制度による「民間」
病院では、経営難となり人件費切り下げや解雇、病棟閉鎖の事例が多数報告
されている。安全で安心な地域医療の拠点となる新病院は、地域住民の声を
踏まえ、「公立」で建設すべきだ。  

賛
成

さわやか・立憲クラブ
渡邉　賢一　議員

令 和 ６ 年 1 2 月 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

承認
第５号

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度寒河江市一般会計補正予
算（第５号）） 

承認
(全会一致) 議第61号 令和６年度寒河江市介護保険特別会計

補正予算（第２号） 
可決

(全会一致)

議第55号 令和６年度寒河江市一般会計補正予算
（第６号） 

可決
(全会一致) 議第62号 令和６年度寒河江市立病院事業会計補

正予算（第１号） 
可決

(全会一致)

議第56号 寒河江市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の制定について 

可決
(全会一致) 議第63号

寒河江市特別職に属する者の給与等に
関する条例及び寒河江市立病院事業の
管理者の給与等に関する条例の一部改
正について 

可決
(全会一致)

議第57号 寒河江市企業立地等の促進に関する固定
資産税課税免除条例の一部改正について 

可決
(全会一致) 議第64号 寒河江市一般職の職員の給与に関する

条例の一部改正について 
可決

(全会一致)

議第58号
寒河江市地域経済牽引事業の促進のた
めの固定資産税の課税免除に関する条
例の一部改正について 

可決
(全会一致)

請願
第３号

県立河北病院と寒河江市立病院の統合
再編に関する請願

採択
(賛否表参照)

議第59号 市道路線の認定について 可決
(全会一致)

請願第２号（国民の命を守るために早
急に日米地位協定の抜本的改定を求め
る意見書の提出についての請願）を閉
会中の継続審査とすることについて 

継続審査
(賛否表参照)

議第60号 令和６年度寒河江市一般会計補正予算
（第７号）

可決
(全会一致)

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16
採
決
結
果

柏
倉　
信
一

佐
藤　
政
人

野
口
康
一
郎

児
玉　
　
崇

月
光　
裕
晶

安
孫
子
義
徳

太
田　
陽
子

佐
藤　
耕
治

後
藤
健
一
郎

渡
邉　
賢
一

伊
藤　
正
彦

古
沢　
清
志

太
田　
芳
彦

沖
津　
一
博

荒
木　
春
吉

阿
部　
　
清

請願第３号 ※ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ × 採択
閉会中の継続審査と
することについて
（請願第２号）

※ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ × 継続審査

提出議案等と採決結果令和６年12月定例会
可決・否決……一般議案、予算等
同意・不同意…人事案件等
認定・不認定…決算議案等
承認・不承認…専決処分議案等
採択・不採択…請願・陳情

令和６年12月定例会の議案等はこち
らから

賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています。）

○は賛成、×は反対　※議長は採決に加わらない。
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録画映像は
こちらから

全
国
的
に
増
え
て
い
る
不
登
校

児
童
生
徒
、本
市
の
現
状
は

地
域
の
宝
、新
規
就
農
者
の

現
状
と
支
援
は

社会福祉法人さくらんぼ共生会社会福祉法人さくらんぼ共生会
フリースペース「すいか」フリースペース「すいか」

問
新
規
就
農
者
の
現
状
と
現
在
の
支
援

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

市
新
規
就
農
者
数
は
昨
年
ま
で
の
５
年

間
で
累
計
91
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

農
業
設
備
導
入
な
ど
、
国
や
県
、
市
の

補
助
事
業
を
整
備
し
て
い
る
他
、
農
業

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
に
相
談
で
き
る

支
援
体
制
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
計
画
に
お
け
る
新
規
就
農
者
の

受
け
入
れ
と
、
農
地
や
家
、
小
屋
な
ど
、

就
農
に
対
す
る
支
援
体
制
の
充
実
は
。

市
新
規
就
農
者
は
将
来
的
な
農
地
の
引

受
先
と
し
て
、
地
域
計
画
に
お
い
て
も

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
就
農
の

際
に
必
要
な
農
地
等
の
継
承
な
ど
、
地

域
資
源
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問
本
市
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
の

現
状
と
学
校
に
お
け
る
支
援
、
そ
の
取

り
組
み
に
対
し
て
の
成
果
や
反
省
は
。

教
不
登
校
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
伴
い
、

空
き
教
室
等
を
利
用
し
た
別
室
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
新
た
に
別
室
担

当
の
教
育
相
談
員
を
配
置
し
、
生
徒
と

信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
文
科
省
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み
と
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対

応
と
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く

か
。

教
寒
陵
ス
ク
ー
ル
の
機
能
強
化
や
研
修

会
等
の
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

安
全
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
と
児
童
生

徒
の
主
体
性
を
育
み
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。

財政　 質問者 防災　 質問者

今後予想される多くの事業の推進 沖津 防災対策について 伊藤

県立河北病院と寒河江市立病院の統合再編・
新病院整備の基本構想策定 渡邉 教育　 質問者

市政運営について 月光 学校に通えない子どもの増加とそのフォロー 太田（陽）

子育て　 質問者 中学生への平和教育について 沖津

小学生の朝の居場所づくり 伊藤 学校施設再編整備計画の新中学校整備 渡邉

農業　 質問者 小学校教育問題 荒木

新規就農者への支援体制 太田（陽）

Ｑ．�一般質問とはなんですか？

A． �議員が市長や教育長などに対し、市政全般についての事務の執行状況
や施策の方針、課題などを質問することです。質問は事前に通告した
内容に沿って一問一答方式で行われます。

　今回の一般質問は６名の議員が10テーマについて行いました。その中からピックアップし、質問と答
弁を要約して掲載します。

太太お
お
お
お

田田たた��

陽陽よ
う
よ
う

子子ここ��

議
員
議
員

市…市長答弁　　教…教育長答弁
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録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

新
中
学
校
施
設
整
備
の

検
討
状
況
は�

新
病
院
整
備
の
基
本
構
想
に

対
す
る
方
向
性
は

渡渡わ
た
わ
た

邉邉な
べ
な
べ��

賢賢け
ん
け
ん

一一い
ち
い
ち��

議
員
議
員

中
学
生
へ
の
平
和
教
育

今
後
予
想
さ
れ
る
多
く
の

事
業
の
推
進

沖沖お
き
お
き

津津つつ��

一一か
ず
か
ず

博博ひ
ろ
ひ
ろ��

議
員
議
員

問
用
地
交
渉
や
工
事
監
督
に
つ
い
て
専

門
職
の
若
い
職
員
の
育
成
が
重
要
と
考

え
る
が
見
解
は
。

市
事
業
推
進
に
は
、
地
域
住
民
等
と
の

合
意
形
成
が
重
要
と
考
え
ま
す
の
で
、

交
渉
力
・
折
衝
力
・
調
整
力
を
養
う
研

修
の
実
施
や
、
実
務
経
験
を
重
ね
る
こ

と
に
よ
り
、
習
熟
し
た
職
員
を
育
て
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
今
後
の
各
種
事
業
推
進
の
た
め
、
土

地
開
発
公
社
と
の
連
携
強
化
が
必
要
と

思
う
が
見
解
は
。

市
今
後
想
定
さ
れ
る
各
種
ハ
ー
ド
整
備

事
業
の
円
滑
な
実
施
や
増
加
す
る
業
務

量
を
考
え
る
と
、
計
画
的
か
つ
効
率
的

に
進
め
る
た
め
に
は
、
市
土
地
開
発
公

社
と
の
連
携
は
一
層
強
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
「
分
娩
機
能
」
と
「
小
児
救
急
」
に

つ
い
て
、
産
婦
人
科
や
小
児
科
の
医
師

確
保
な
ど
構
想
に
盛
り
込
む
べ
き
。

市
安
心
し
て
出
産
・
育
児
が
で
き
る
よ

う
「
産
科
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
」

の
利
用
や
地
域
の
小
児
科
が
休
日
時
の

対
応
、
救
急
時
の
対
応
な
ど
も
、
新
病

院
の
基
本
構
想
の
内
容
と
し
て
重
要
な

項
目
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問
医
療
人
材
が
流
出
し
な
い
よ
う
一
部

事
務
組
合
「
公
立
」
で
の
新
病
院
設
置

を
。

市
新
病
院
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
寒
河

江
西
村
山
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、

持
続
可
能
な
病
院
運
営
を
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
従
事
者
が
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
・
運
営
形
態
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問
視
察
し
た
糸
満
市
で
は
、
中
学
生
に

年
間
10
時
間
の
平
和
教
育
を
行
い
、
戦

争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
て
い
る
が
、
本
市

の
状
況
は
。

教
社
会
科
の
授
業
を
中
心
に
平
和
教
育

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
映
像
資
料
の
活

用
や
調
べ
学
習
等
も
行
い
、
標
準
的
な

時
数
よ
り
も
多
く
、
生
徒
の
心
に
響
く

も
の
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

問
戦
後
79
年
、
戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
平
和
教
育
が
と
て
も

大
事
だ
と
思
う
が
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
各
校
で
行
わ
れ
て
い
る
平
和
教
育
授

業
の
学
習
資
料
の
共
有
化
や
実
践
交
流
、

ま
た
、
地
域
の
歴
史
的
資
料
等
を
使
っ

て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
予
定
候
補
地
の
３
つ
の
エ
リ
ア
選
定

の
理
由
は
。

教
市
内
全
域
か
ら
９
つ
の
エ
リ
ア
を
抽

出
し
、
一
次
選
定
に
お
い
て
選
定
方
針

と
選
定
要
件
に
基
づ
く
評
価
基
準
に
よ

り
客
観
的
に
評
価
し
点
数
を
付
け
、
上

位
３
つ
の
エ
リ
ア
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

問
耐
熱
性
・
耐
寒
性
・
耐
震
性
な
ど
に

優
れ
、
安
全
性
が
高
い
新
校
舎
計
画
を
。

教
耐
熱
性
等
が
高
い
校
舎
は
、
熱
中
症

等
の
対
策
上
必
要
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

児
童
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
や
地
域

の
代
表
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
設
計
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

糸満市にある山形の塔糸満市にある山形の塔

１００年都市寒河江を熱く語った１００年都市寒河江を熱く語った
「さがえ未来トーク」「さがえ未来トーク」
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録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

小
学
校
教
育
問
題

子
ど
も
の
朝
の
居
場
所
づ
く
り

防
災
関
係

問
消
防
団
の
救
命
胴
衣
装
備
に
つ
い
て

県
の
調
査
と
の
認
識
の
相
違
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
。

市
国
が
県
を
通
し
て
毎
年
実
施
し
て
い

る
調
査
で
、
消
防
団
と
し
て
は
３
７
０

着
を
配
備
し
て
い
る
も
の
の
「
救
急
救

助
用
の
救
命
胴
衣
」
は
配
備
し
て
い
な

い
と
認
識
し
報
告
し
て
い
た
も
の
で
す
。

充
足
率
は
63
％
で
県
内
２
番
目
で
す
。

問
近
隣
の
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る

「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
事
業
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

市
ま
ち
な
か
の
想
定
浸
水
深
等
の
標
識

板
は
、
防
災
意
識
を
高
め
、
い
ざ
と
い

う
時
に
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
に

役
立
つ
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
設
置
に
つ
い
て
は
他
の
自
治
体
の

事
例
等
を
参
考
に
し
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
昨
年
10
月
の
全
国
紙
教
育
欄
の
記
事

に
よ
れ
ば
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
オ
ー
バ
ー

ロ
ー
ド
※
で
小
学
２
年
生
で
も
、
週
１

回
程
度
の
５
・
６
時
間
授
業
が
あ
る
こ

と
で
児
童
た
ち
が
疲
れ
切
り
、
も
た
な

い
状
況
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

問
本
市
内
小
学
校
で
の
状
況
と
改
善
策

は
。

教
小
学
校
で
は
教
育
過
程
を
工
夫
す
る

こ
と
で
授
業
時
数
を
減
ら
す
努
力
を
し
、

低
学
年
で
は
学
校
行
事
以
外
で
６
校
時

を
設
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
学

校
と
連
携
し
な
が
ら
、
ゆ
と
り
と
充
実

感
の
感
じ
ら
れ
る
教
育
課
程
の
編
成
を

指
導
し
て
い
き
ま
す
。

問
登
校
時
間
と
出
勤
時
間
の
ず
れ
か
ら

く
る「
子
ど
も
の
朝
の
居
場
所
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
本
市
で
の
要
望
は
あ
る
か
。

市
「
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
の
た
め
実
施
し
た
ニ
ー
ズ
調

査
に
お
い
て
、
夏
休
み
等
の
預
か
り
時

間
を
早
く
し
て
ほ
し
い
等
の
ご
意
見
は

あ
り
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
朝
の
居
場

所
づ
く
り
に
関
す
る
要
望
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
今
後
働
き
方
改
革
や
子
育
て
世
代
の

環
境
の
変
化
を
考
え
た
場
合
、
本
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
安
全
面
や
人
員
の
確
保
な
ど
課
題
が

あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
要
望
を
踏
ま

え
、
必
要
性
を
検
討
し
、
通
学
班
に
よ

る
集
団
登
校
を
基
本
と
し
つ
つ
、
教
育

委
員
会
等
と
連
携
し
て
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
同
全
国
紙
の
記
事
で
は
、
中
・
高
校

生
に
小
学
校
低
学
年
レ
ベ
ル
の
学
力
が

身
に
つ
い
て
い
な
い
生
徒
の
増
加
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
小
学
校
で
は

高
度
な
学
習
内
容
と
な
っ
て
い
な
い
の

か
。

教
現
在
の
指
導
要
領
で
は
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
「
何

を
学
ぶ
か
」
だ
け
で
な
く
「
ど
の
よ
う

に
学
ぶ
か
」
な
ど
も
重
視
し
て
授
業
を

行
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
度

化
と
い
う
よ
り
も
複
雑
化
・
多
様
化
し

て
い
る
状
況
で
す
。

ここはどれだけ水が来るの？ここはどれだけ水が来るの？
避難場所はどこ？避難場所はどこ？

市内小学校の授業風景市内小学校の授業風景

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド

▼
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
過
剰
に
詰
め

▼
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
過
剰
に
詰
め

込
ま
れ
、
子
ど
も
や
教
員
に
大
き
な
負

込
ま
れ
、
子
ど
も
や
教
員
に
大
き
な
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と

担
が
か
か
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と

伊伊いい

藤藤と
う
と
う��

正正ま
さ
ま
さ

彦彦ひ
こ
ひ
こ��

議
員
議
員

荒荒あ
ら
あ
ら

木木きき��

春春は
る
は
る

吉吉き
ち
き
ち��

議
員
議
員
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議会日誌
　寒河江市議会はさまざまな分野について日々調査・研究を行っております。

　今回は議会からの市当局に対する政策提言や要望事項などについてお伝え

します。

録画映像は
こちらから

月月が
っ
が
っ
光光こ
う
こ
う��

裕裕ゆ
う
ゆ
う

晶晶し
ょ
う

し
ょ
う��

議
員
議
員

こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
と

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営

16年で大幅に財政が16年で大幅に財政が
健全化された健全化された

　
４
期
16
年
と
い
う
長
い
間
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
地
域
の
課
題
に

真
摯
に
向
き
合
い
、
住
民
の
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
市
政
を
担
っ
て
き
た
佐
藤

洋
樹
市
長
。
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

問
長
き
に
わ
た
り
市
政
運
営
を
担
っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ご
自
身
で

ど
う
感
じ
た
か
。

市
私
の
市
政
へ
の
取
り
組
み
方
針
は
、

市
長
就
任
時
か
ら
今
日
ま
で
大
き
く
変

わ
り
は
な
く
、
財
政
面
で
は
健
全
化
が

進
み
、
公
約
に
つ
い
て
も
概
ね
達
成
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
現
職
の
市
長
と
し
て
、
次
期
市
長
が

担
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
現
在
の
市
の
課

題
を
ど
う
認
識
し
考
え
て
い
る
の
か
。

市
課
題
と
し
て
、
人
口
減
少
対
策
、
地

域
医
療
体
制
の
再
構
築
、
市
有
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
前
に
進

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

令和７年度�議会だよりモニターを募集します！
　寒河江市議会では、広報・広聴活動の一環として、議会だよりのより一層の充実を図るため、「議
会だよりモニター」より議会だよりへの提言やご意見をお伺いし、議会全体で共有しております。
　令和７年度も「議会だよりモニター」を募集することにいたしました。皆様のご応募をお待ちし
ております。

主な活動内容 「さがえ市議会だより」を読み、アンケートに回答していただきます。
任　　期 【令和７年度モニター】令和７年５月１日～令和８年３月31日

対　　象
次に掲げる要件のいずれにも該当する寒河江市民の方。 
　⑴　議会が行う広報編集活動に深い関心を持ち、かつ、公正な社会的見識
　　を有する方
　⑵　国及び地方公共団体の議会の議員又は本市の職員でない方 

募集定員 10人（応募者多数の場合は先着順となります）

申込方法

　申込書(※)に必要事項を記入いただき、郵送、ＦＡＸ、メールで下記までご応募
ください。また、右下の二次元コードより電子申請でも受け付けいたします。
※申込書は、市役所、ハートフルセンター、フローラＳＡＧＡＥ、文化センター
等に設置しているほか、市議会ホームページからもダウンロードできます。
【申込締切】令和７年４月11日（金）必着
【申 込 先】寒河江市議会事務局
　　　　　　〒991-8601　寒河江市中央1丁目9番45号
　　　　　　電話：0237-85-1899　ＦＡＸ：0237-86-2997
　　　　　　E-mail:gikai@city.sagae.yamagata.jp
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議会日誌
　寒河江市議会はさまざまな分野について日々調査・研究を行っております。

　今回は議会からの市当局に対する政策提言や要望事項などについてお伝え

します。

寒河江市ＰＴＡ連合会との寒河江市ＰＴＡ連合会との
意見交換会意見交換会

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
の
調
査
研
究
の
主
な
テ
ー
マ
に

「
少
子
高
齢
化
対
策
」
を
掲
げ
、
先
進
地

視
察
や
市
内
団
体
と
の
意
見
交
換
会
等
の

活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

２
年
間
の
活
動
経
過
を
踏
ま
え
、
市
当
局

へ
の
要
望
事
項
を
、
委
員
長
よ
り
市
担
当

課
長
へ
伝
達
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
実
施
し
た
「
寒
河
江
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
」
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
会
で

は
「
本
市
の
子
育
て
支
援
政
策
」「
部
活
動

地
域
移
行
」
に
関
す
る
貴
重
な
意
見
を
頂

き
、
右
記
要
望
事
項
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
頂
い
た
意
見
を
基
に
本
市
の

持
続
可
能
な
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
対
策
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
要
望
を
伝
達

市長へ政策提言書を提出市長へ政策提言書を提出

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
調
査
研
究
の
主
な
テ
ー
マ
に

「
農
業
振
興
」
を
掲
げ
、
先
進
地
視
察
や

市
内
団
体
と
の
意
見
交
換
会
等
の
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
た
「
政
策
提
言
書
」
を
ま
と

め
、
全
議
員
で
内
容
を
協
議
の
上
、
12
月

６
日
、
市
長
へ
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
主
な
提
言
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
新
規
就
農
者
へ
の
包
括
的
な
支
援

②
有
害
鳥
獣
の
処
理
や
利
活
用
の
検
討

③
農
産
品
の
付
加
価
値
向
上
や
所
得
向
上

　
策
の
実
施

④
農
業
振
興
条
例
の
制
定
を
含
む
農
業
振

　
興
に
関
す
る
体
制
整
備

　
今
後
と
も
本
市
農
業
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

政
策
提
言
書
を
市
長
へ
提
出

陵西中学校での陵西中学校での
探究学習の様子探究学習の様子

　
議
会
改
革
・
活
性
化
検
討
委
員
会
で
は
、

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

「
若
い
世
代
と
議
会
と
の
交
流
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
中
学
校
で
の
課
題
探
究
学
習
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
課
題
提
起
や
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
行
い
、
交
流
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
、
探

究
学
習
の
最
終
発
表
を
拝
聴
し
ま
し
た
が
、

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
若
者
視
点
で
の

課
題
の
探
究
に
大
変
感
心
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
た
の
で
あ
れ

ば
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、

市
議
会
に
対
す
る
関
心
・
理
解
が
高
ま
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

若
い
世
代
と
議
会
と
の
交
流
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■
発

行
　

寒
河

江
市

議
会

　
■

編
集

　
寒

河
江

市
議

会
広

報
委

員
会

　
■

印
刷

　
寒

河
江

印
刷

株
式

会
社

　
こ

の
市

議
会

だ
よ

り
の

用
紙

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

日 月 火 水 木 金 土
２/
16

17 18 19 20
招集告示

21
請願・陳情
締切日

22

23 24 25
議会運営委員会

26 27 28
本会議

（議案説明）

３/
1

2 ３
議案調査日

４
議案調査日

５
本会議

（一般質問）

６
議案調査日

７
本会議

（一般質問）

８

9 10
本会議（質疑）
予算特別委員会、
委員会・分科会

11
議案調査日

12
予算特別委員会、
本会議（採決、質疑）、
委員会・分科会

13
委員会・分科会

14
委員会・分科会

15

16 17
委員会・分科会

18
事務処理日

19
事務処理日、
議会運営委員会

20 21
予算特別委員会、
本会議（採決）

22

より近くに
時代に合わせた発信

３月定例会の日程（予定）

市議会ホームページを
見てみませんか

市議会だよりに関する研修会に
参加しました 編 集 後 記

寒河江市議会
ホームページ

寒河江市議会では、ＳＮＳによる情報発信を行っ
ております。
いいね！やフォロー、よろしくお願いします。

議会広報委員会　渡邉　賢一

　寒河江市議会では「開かれた議会」を実現するため、
ホームページで議案書等の公開や本会議等のインター
ネット中継を行っています。市議会の活動や市政の状況
を知ることができますので、ぜひご活用ください。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合わせく
ださい。
○議会事務局
０２３７－８５－１８９９

　寒河江市議会広報委員会では、11月７日に酒田市で開
催された研修会に参加しました。県内13市の議会広報誌
担当議員が集まり、各市議会広報誌へのアドバイスを頂
きながら、議会報編集のコツを学びました。より分かり
やすくお伝えできるように、これからも研さんを積んで
まいります。

傍聴を希望される皆様へ
　開会時間はいずれも午前９時30分（３月14日のみ午後１時
開会）です。日程が変更になる場合や傍聴をご遠慮いただく
場合があります。

請願・陳情の締め切り
　３月定例会の請願・陳情は「２月21日（金）正午まで」に議
会事務局へご持参ください。

　昨秋、行政視察で沖縄県糸満市を訪れた。40年前、
第９回県青年洋上大学で大型客船にて寄港以来、人
生２度目。初の空路での訪問である。当時は、300
名の団員やスタッフと山形の塔を参拝、沖縄県平和
祈念資料館を訪問したが、今回も犠牲となった御霊
に手を合わせ、平和の決意を新たにした。糸満市の
先進的平和教育は、平和の語り部育成を行っており、
有意義な意見交換をすることができた。道中、辺野
古新基地建設現場の上空から見た沖縄本島は、青い
サンゴ礁の海上に土砂が運び込まれ、悲しすぎる惨
状だった。戦闘機やオスプレイが、民間機と衝突し
ないか不安でいっぱい。米兵による性犯罪も繰り返
され、隠蔽されてきた。米国隷従から対等な関係を
と日米地位協定見直しを口にした石破首相に、少し
だけ期待したい。

＠sagae.gikai ＠sagae_gikai ＠sagae_gikai
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